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お問い合せ先　妖精の森ガラス美術館　電話（０８６８）４４－７８８８

＜展覧会情報＞秋期企画展　バーナーワークで作る“妖精の森の仲間たち”展 2013年９月1１日（水）～2013年１１月２５日（月）

美
作
国
を
歩
こ
う
！

「
美
作
国
の
街
道
歩
き
」参
加
者
募
集

歴
史
小
冊
子　

完
成

「
み
ん
な
で
学
ぶ
ふ
る
さ
と
美
作
の
あ
ゆ
み
」

　

季
節
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
の
美
し
さ

を
見
せ
る
美
作
の
地
を
、
コ
ー
ス
ご
と
に
巡
り

楽
し
む
街
道
歩
き
の
旅
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
の
情
緒
あ
ふ
れ
る
素
敵
な

コ
ー
ス
を
歩
き
な
が
ら
自
然
や
歴
史
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

★
倉
吉
街
道
コ
ー
ス

　

倉
吉
街
道
の
歴
史
探
訪
と
名
勝
奥
津
渓
ほ
か

岡
山
県
屈
指
の
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
。

★
久
世
宿
・
勝
山
宿
コ
ー
ス

　

出
雲
街
道
の
久
世
宿
か
ら
勝
山
宿
を
歩
く

ル
ー
ト
。

　

国
重
文
「
旧
遷
喬
尋
常
小
学
校
」、
武
家
屋

敷
や
古
い
町
並
み
が
残
る
「
勝
山
町
並
み
保
存

地
区
」
な
ど
、
歴
史
的
な
見
ど
こ
ろ
や
物
語
が

多
数
残
る
。

勝
間
田
宿
・
土
居
宿
コ
ー
ス

　

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
J
R
姫
新
線
を
利
用
し

て
出
雲
街
道
を
歩
き
ま
す
。
普
段
は
閉
鎖
さ
れ

て
い
る
旧
勝
央
町
美
術
館
、
本
陣
等
、
な
か
な

か
見
れ
な
い
歴
史
ポ
イ
ン
ト
を
巡
り
ま
す
。
ナ

ル
ト
列
車
に
出
会
え
る
か
も
・
・
・

　

美
作
地
域
の
歴
史
小
冊
子
「
み
ん
な
で
学
ぶ

ふ
る
さ
と
美
作
の
あ
ゆ
み
」
が
完
成
し
ま
し
た
。 

　

内
容
は
、
旧
石
器
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
美

作
地
域
の
歴
史
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、
写

真
や
図
を
多
用
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

書
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：「
み
ん
な
で
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ぶ
ふ
る
さ
と
美
作
の
あ
ゆ
み
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１
４
８
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フ
ル
カ
ラ
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付
録
「
美
作
地
域
の
市
町
村
変
遷
図
」 

価
格
：
１
，５
０
０
円
（
税
込
） 

※

「
美
作
国
の
街
道
歩
き
」
及
び
「
歴
史
小
冊

子
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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０
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０
０
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５
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作
建
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１
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０
０
年
記
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委
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会
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３
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Ｘ（
０
８
６
８
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５‐

３
４
３
５

　

E
-m
ail:info@

m
im
asaka1300.org

　

http://w
w
w
.m
im
asaka1300.org/

美作国キャラクター
「かたみくん」

展示風景

海外作家の作品　 「七色～nanairo」 妖精の森ガラス美術館　館 長　畠山　耕造

実
施
日
：

　
11
月
６
日（
水
）〜
７
日（
木
）

申
込
締
切
：

　

10
月
30
日（
水
）

参
加
費
：
１
３
，８
０
０
円

実
施
日
：

　

11
月
30
日（
土
）

申
込
締
切
：

　

11
月
８
日（
金
）

参
加
費
：
１
，５
０
０
円

実
施
日
：

　

11
月
10
日（
日
）

申
込
締
切
：

　

11
月
１
日（
金
）

参
加
費
：
２
，５
０
０
円

バーナーワークで作る“妖精の森の仲間たち”展
　9月11日から始まった企画展は、バーナーワークで作った小さなガラス作品を展示
ケースの中に配置して、全体で「妖精の森」のイメージを作り出そうという試みです。
　正面のケースは、グラスマウスが制作した「妖精の森の四季」の展示です。春には「花と生き物」というサブタイト
ルが付いていて、ミズバショウやカタクリが咲き、カエルやハチなどの虫がいます。「滝の下で」と題された夏の展示
の中心は流れ落ちる滝で、飛び跳ねる飛沫から小さな“みずりん”が生まれています。秋は「紅葉の森の仲間たち」
で、舞い落ちるモミジやイチョウの葉の下にリスなどの動物が集まっています。冬は「氷紋とヤドリギ」で、吊り下げた
雪の結晶の下に、氷紋を中心にヤドリギが生い茂っています。
　右手のケースには、野上真理子さんの虹の七色を表現した妖精たちが、左から「赤」「橙」「黄」「緑」「青」「藍」「紫」
の順に並んでいます。色彩だけでなく、草花や妖精のポーズ、それらの組み合わせも一つひとつ異なっていて、変化
に富んだ小宇宙を形作っています。
　展示室中央の 2本のケースには、海外の有名なバーナー作家たちの作品が並んでいます。

　コスタンティーニの「カミキリムシ」やブバッコの「サソリ」は息を
呑むほどの迫真的な出来栄えです。
　展示室が、これらの小さなガラスの妖精や生き物たち、そして草
花で満たされることで、日常性を超えた「妖精の森」に変容していま
す。近づいて細部を見たり、遠ざかって全景を見たりしながら楽し
んでください。


